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講評
アウトローな性質、一つところに留まれない放浪の性質。まさに安吾の世界だと思いますよ。安吾も依存症を持っていましたし。生活保護と介護の仕事進める元ホームレスの越前さんの、「これも生きていく方法や、誰かてやり直したらえぇねん」という言葉が優しいですね。片意地張っていた肩の力が抜けるようです。小説ではないけれど、こうして文学作品を書いて、若いときの夢を、じつは密かに控えめだけれど実現させている気がします。（選者・星野）


